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  皆様、3回目ワクチン接種も全国的に進み、まだ油断はできませんが新型コロナウ

イルスの影響もいくらか和らいできたかと思われる今日この頃、いかがお過ごしで

しょうか。今年は移動制限のないゴールデンウイークで、会いたい方とやっと会う

ことが出来た方も多かったのではないでしょうか。 

さて4月18日(月)家族の会本部より鈴木代表、事務局の小野さん、上坂さんより

遠路はるばる山形の地へ足を運んでいただきました。山形県庁、山形市役所への表

敬訪問、また全国研究集会会場となる「やまぎん県民ホール」、さらには山形県支

部活動拠点「さくらんぼカフェ」へもお見えになりました。11月6日(日)開催の第

38回全国研究集会 in 山形へむけて山形県支部一丸となって準備を進めております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山形市役所にて  

左から家族の会本部事務局 上坂尚氏、家族の会本部事務局  小野貴志氏、  山形県庁に て  山形県健康福祉部長 堀井洋幸氏(左)  

 家族の会代表理事 鈴木森夫氏 山形市長 佐藤孝弘氏  

家族の会山形県支部代表 五十嵐元徳氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 第38回全国研究集会 in 山形会場の     山形県知事吉村美恵子氏 

「やまぎん県民ホール」         鈴木代表とツーショット  さくらんぼカフェにて山形県支部世話人と記念撮影 

山形新幹線ホームにて 

                ？？パネルです 

オール山形で全国研究集会in山形開催に向けて頑張って参ります。 

今後ともみなさまよりご支援ご鞭撻よろしくお願い致します。 
 
 

 

 

山形全研動画メ 

ッセージはこち
らから！  

 

 

 

 

公益社団法人 認知症の人と家族の会 山形県支部  

 

 

 

 

事務局 〒990-0021  

                            

電 話 023-687-0387  

山形県山形市小白川 2 丁目 3-31  
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FAX 023-687-0397  
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【置賜地方】山形交通旧高畠線高畠駅     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高畠線は１９２２年（大正１１年）高畠町周辺で製糸業が発展したため、

工業製品の輸送を目的に敷設された。昭和初期に入り電化され木材・乳製

品・木炭・果実などの輸送も担った。以後１９４３年（昭和１８年）より地

方鉄道『山形交通高畠線』となり、モータリゼーションの発達により、５０

年余りの歴史を終え、１９７４年（昭和４９年）廃止されました。 

その高畠駅は地元産の高畠石造り建築として貴重なものであり注目を集め

ています。駅舎のホームと当時の電車・機関車を展示しており、懐かしい時

代を思い出させてくれることでしょう。 

アクセス 山形新幹線高畠駅より車で約10分

  

おしどりミルクケーキ 

山形を代表するお土産品として長く愛され続けている、おしどりミルクケーキ〉は、牛乳を母として

作り上げたやさしいミルク菓子。乳由来のたんぱく質やカルシウムが豊富に含まれているため、

「食べる牛乳」としておすすめできる一品です。おやつやお茶うけのほか、最近ではハイキング、

登山等の携帯食として人気です！ 

 


